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［講演の概要］ 
みなさんは、どこで誰と日々、どんな食事をしていますか？２ＬＤＫのＤ（ダイニ

ング）に設置された大きなテーブルで、「家族揃って仲むつまじく」、栄養たっぷり

の食事を取っている、というは幻想に近いことは、すでにみんなご存知のはずです。

コンビに弁当をひとり、パソコンの前で食べる、ファーストフードに依存する、電車

の中で食べる、コンビニの外でヤンキー座りして、仲間とカップラーメンを取る。そ

こには、確かに疲弊した食事内容と食空間しかありません。それは、食事空間につい

てだけでないはずです。寝室、ダイニング、子供部屋、死ぬ場所、とハレとケの日常

生活と一生の生活の容器としての住まいが、都市へと染み出していくことが近代であ

り、住まいは機械と見なされました。そして、この近代的な住まい観の行き着いた先

が現代なのだ、といま批判の矢面にさらされているわけです。でも、果たしてそうな

のでしょうか。「家族揃って仲むつまじく」は、ある特殊な時期の特殊な食事形態で

しかなかった、はずです。変わることを恐れてはいけない、でも、同時に、ビジョン

を持たなければならない、これが、私たちの「都市の持続性」チームが得たひとつの

結論です。その結論から、食空間の未来を考えます。 
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